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下郷コレクションにおける深鉢形土器の一例

はじめに

１．資料の特徴

大阪歴史博物館に収蔵されている下郷伝平コレクションには明治・大正期に歯科医であり、古物

収集家でもあった高島多米治（唯峰）の収集物が多く含まれている。高島の採集地は関東地方から東

北地方にわたり、時には自ら発掘、報告をした。その中には茨城県椎塚貝塚や福田貝塚、千葉県余山

貝塚など、学史上著名な遺跡も含まれている。そうした高島の収集物の一部が下郷共済会を経て大阪

歴史博物館に収蔵され、「下郷コレクション」となっている［阿部他 2011、加藤 2012］。

今回、下郷コレクションのうち余山貝塚関連資料についての報告をするにあたり、縄文時代後期

中葉に比定される深鉢形土器の一例について実見し、資料報告をする機会を得た〔註 1〕。以後、「本例」

と呼称する資料は「A79-4」という整理番号が振られている。

本論では、本例の内容を観察し、その型式学的位置づけを検討する。

本例（第１図）は 3 単位の波状口縁の深鉢形土器であり、波頂部には突起をもつ。突起の 1 つと

口縁部の一部が欠落しているが、ほぼ完形の資料である。底部から口縁部までくびれることなく直線

的に開く器形であり、口縁部は内側に屈曲することはない。口径 14.2cm、器高 18.6cm、底径 6.1cm

である。突起は波頂部に粘土を貼りつけ、工具で上部から土器の内面部にかけて刻みを 2 本入れて 3

分割している。刻みの間隔はほぼ均等だが、正面に向かって左端が一番高くなるように粘土が貼りつ

けられており、そこを頂点として左右に下がる三角形を呈する。突起の 2 つは遺存しているが、1 つ

は欠落している。口縁部内面には、波状を呈する口縁部に沿うように深く稜の明確な 2 条の沈線が

めぐる。

外面の文様は口縁部一帯が無文であり、1 本の沈線で横方向に区画された以下に LR の縄文が横位

に施文される。縄文の原体の節は粗くはない。口縁部付近の無文部は磨かれているが、その前段階に

左下から右上にかけて斜め方向になでを施した痕が残る。沈線は反時計回りに施文されており、第１

図の正面の突起（▼印）下のやや左側にあたる部分が施文の終点になっている。縄文が施文されてい

るのは沈線以下から胴部下半までであり、底部付近は粗くなでられた後に磨きが施され無文である。

底部側面のなで、磨きは共に横方向に行われている。底部に網代痕や木葉痕は見られず、磨かれては

いるが、やや凹凸がある。

胎土は比較的緻密であり、色調は黄褐色を呈し、焼成は良好である。

本例の注記には注意を要する。本例は前回の福田貝塚・椎塚貝塚の研究報告書において「余山／

薬師台」の２つの注記があるものとしてリストに組み込まれている［大阪歴史博物館 2012；p.19］。

今回改めて資料を実見した結果、新たに「福田」の注記が認められた〔註 2〕。つまり、本例には「余山

／薬師台／福田」という３つの注記がなされているのである。ただし、「薬師台」貝塚は福田貝塚の

一部であり、「薬師台」、「福田」の 2 注記は同じ遺跡の別地点を指している。注記の位置としては、「
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縁部断面形態をはじめとして型式学的にほぼ対応するものである。4の吉見台遺跡A地点出土の例は、

内文を有する浅鉢形土器である。3 のようないわゆる精製土器の内文浅鉢は外面が無文であるのに対

して、4 は外面に縄文を施文している点が特徴的である。こうした器種間関係は関東地方西部では認

められず、関東地方東部の特色として指摘できる可能性がある。

おわりに

明治・大正期の収集されたコレクションは珍品や小型品が多くを占めるなかで、本例のような土器

も収集品に含まれていることはコレクションの意義を考える上でも注目すべき点である。戦前に収集

されたこうした資料は、縄文土器型式研究を推し進めてきた名立たる研究者たちの目にも触れたはず

だ。しかし、縄文時代後期における土器の型式研究は文様帯が明確な精製土器や地域差が顕著な紐線

文土器を対象にしたものが主であり、本例のような土器は取り上げられることは少なかった。個々の

土器の編年や地域性の研究が一定程度進んだ後には、土器群全体を対象にしての変遷や地域性の研究

が望まれる。そうした中で、資料を単一の土器としてみる場合と、土器群全体の一部として捉える場

合とで導き出せる情報の質が異なることを、本例の検討によって見出すことができた。

【註】

（1）本論掲載の本例の実測図及び写真は大阪歴史博物館において、筆者が実測、撮影を行なったものである。

（原品は玉川大学教育博物館所蔵、写真は国学院大学考古学資料館 1986 より転載。）

第４図 関東地方東部における加曽利 B1 式土器器種の二様相
（S=1/4 １祇園原、2 余山、3 中野僧御堂、4 吉見台 A）
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